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笑
顔
で
あ
い
さ
つ
が
　
行
き
交
う
ま
ち
　
浅
江
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文
化
部
主
催
の
男
性
料
理
教
室
に
、

15
名
の
男
性
が
参
加
し
開
催
し
ま
し

た
。

　

食
生
活
改
善
推
進
員
の
指
導
の
も

と
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
り
ま
し
た
。

館
長
賞
は
伊
藤 

裕
行
さ
ん
、

エ
プ
ロ
ン
賞
は
夛
名
賀 

剛
さ
ん
で
し

た
。

次
回
は
９
月
３
日
（
水
）
で
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　子どもたちの東日本大震災を忘れない、その声に応え応援する地域の一員でありたいと活動してきた 12 年。今
年はその想いが少し報われたように感じた「虹の鯉のぼりプロジェクト」でした。私たちは、未来に希望あふれる
浅江っ子の想いをしっかりと受けとめ、これからさらに様々な活動が生まれ未来につながっていけるように私たち
も活動を続けてまいります。これからもどうぞよろしくお願いいたします。

虹の鯉のぼりプロジェクト事務局　田中陽三

虹の鯉のぼりプロジェクト虹の鯉のぼりプロジェクト

第
１
回

　
男
性
料
理
教
室

宮城県東松島市と「つながるドア」 防災訓練を兼ねて土のう作成
約 50人が参加したビーチ deサッカー

にぎわったお菓子＆もちまき

福祉部研修会開催
令和 7 年 6 月 26 日（木）19：00 ～

浅江コミュニティセンター　ホール

株式会社 Noah
　代表取締役　内山 陽平  様

「住み慣れた地域で自分らしく」
～訪問看護・訪問リハビリのご紹介～

浅
江
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
に
、

香
典
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　

丸
山
町

　
　

寳
迫   

キ
ヌ
子  

様

　
　
（
ご
夫
君　

秀
幸  

様
）

日時

場所

講師

演題

お
　
礼

「小さな親切」運動光支部では、「2025 日本列島クリーン
大作戦」として、国道 188 号線沿いの歩道などの清掃・
環境美化活動を実施します。
会員の皆様をはじめ、多くの団体や市民の皆様方の積極
的なご参加をお願いします。

令和 7 年 6 月1日（日）7：30 ～ 8：30　小雨決行

次の最寄りの場所へ午前 7 時 30 分に集合
・浅江コミュニティセンター	 責任者　仁藤 行正
・虹ケ浜なぎさ公園	 責任者　福本 忠男

国道 188 号線沿いの歩道などのゴミ拾い及び除草。
可燃ゴミと不燃ゴミに分別して袋へ入れ収集してください。

日本列島 クリーン大作戦日本列島 クリーン大作戦
「小さな親切」運動光支部

6/1
（日）

日　　　　　時

集　合　場　所

清 掃 範 囲 ・ 作 業 内 容
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６月の主要行事６月の主要行事
地域の方がかかわってくださるもの

浅江小　 浅江中

虹
の
鯉
の
ぼ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

あ
さ
な
え
カ
フ
ェ

一
年
生
を
迎
え
る
会

あ
さ
な
え
Ｅ
ネ
ッ
ト

企
画
委
員
会
・
保
護
者
部
会

あ
さ
な
え
学
園
（
浅
江
小
・
浅
江
中
）
だ
よ
り

　

四
月
一
八
日
、
四
八
名
の
生
徒
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
三
名
の
虹
の
鯉
の
ぼ

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
の
方
々

が
協
力
し
て
浅
江
中
学
校
の
中
庭
に

鯉
の
ぼ
り
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

前
日
の
夕
方
か
ら
実
行
委
員
の
皆

さ
ん
と
生
徒
会
の
担
当
者
が
打
合
せ

を
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
生
徒
が

ど
の
よ
う
な
思
い
を
も
っ
て
い
る
の

か
、
一
年
生
に
も
そ
の
思
い
を
伝
え

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
な
ど
が

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

給
食
の
時
間
に
当
日
の
活
動
に
つ

い
て
担
当
の
生
徒
が
放
送
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
中
庭
に
鯉
の
ぼ
り
を
設
置

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
す
る
こ

と
や
、
こ
の
鯉
の
ぼ
り
が
家
族
や
地

域
の
絆
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者

へ
の
鎮
魂
の
祈
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

伝
え
ま
し
た
。

　

保
護
者
会
が
あ
り
、
給
食
後
に
下
校

だ
っ
た
た
め
、
午
後
一
時
か
ら
の
作
業

に
な
り
ま
し
た
。
一
年
生
も
た
く
さ
ん

の
生
徒
が
参
加
し
、
初
め
て
の
体
験
と

な
り
ま
し
た
。
抜
け
る
よ
う
な
青
空
の

下
、
鯉
の
ぼ
り
が
上
が
っ
た
際
に
は
大

き
な
歓
声
と
共
に
拍
手
が
沸
き
起
こ
り

ま
し
た
。
こ
の
感
動
が
浅
江
中
の
伝
統

　

五
月
二
日
、「
よ
う
こ
そ
あ
さ
え
小
へ

キ
ラ
キ
ラ
☆
ス
マ
イ
ル
し
ゅ
う
か
い
」

（
一
年
生
を
迎
え
る
会
）
を
行
い
ま
し

た
。
今
年
は
、
百
十
六
名
の
一
年
生
が

入
学
し
て
き
ま
し
た
。
運
営
委
員
会
の

企
画
で
、
浅
江
小
学
校
に
関
す
る
○
×

ク
イ
ズ
や
文
房
具
ビ
ン
ゴ
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
ゲ
ー
ム
を
縦
割
り
班
で
楽
し
み

ま
し
た
。

　

同
じ
班
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
か

ら
、
心
の
こ
も
っ

た
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
も
ら
っ
た
時

の
一
年
生
の
表

情
が
と
て
も
う

れ
し
そ
う
で
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
一

年
間
の
成
長
が

楽
し
み
で
す
。

　

五
月
一
日
の
夕
方
か
ら
、
あ
さ
な
え

Ｅ
ネ
ッ
ト
企
画
委
員
会
と
保
護
者
部
会

を
行
い
ま
し
た
。
三
つ
の
部
会
に
分
か

れ
て
「
気
づ
き　

考
え　

行
動
で
き

る
」
浅
江
っ
子
の
育
成
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
各
部
会
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
生
活
力
部
会
】
浅
江
を
愛
す
る
子
ど

も
の
育
成
『「
浅
江
の
宝
再
発
見
マ
ッ

プ
」
で
再
発
見
し
た
人
・
も
の
・
こ
と

を
活
か
し
て
各
教
科
の
取
組
の
充
実
』

【
学
ぶ
力
部
会
】
わ
く
わ
く
と
学
ぶ
子

ど
も
の
育
成
『
わ
く
わ
く
地
域
公
開
授

業DAY

』

【
健
康
安
全
力
部
会
】
心
と
体
を
大
切

に
す
る
子
ど
も
の
育
成
『
浅
江
っ
子

体
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
楽
し
い

「
食
」
か
ら
「
健
康
へ
」
～
』

　

つ
な
が
り
を
「
深
化
」「
進
化
」
さ

せ
な
が
ら
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

本
年
度
初
め
て
の
あ
さ
な
え
カ
フ
ェ

が
あ
り
ま
し
た
。
週
に
一
回
程
度
、
昼

休
み
に
中
学
校
の
あ
さ
な
え
ル
ー
ム
で

開
催
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
生
徒
が
集

ま
り
、
地
域
の
方
々
と
談
笑
し
た
り
、

折
り
紙
を
し
た
り
と
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
す
か
ら
、
子

ど
も
た
ち
は
地
域
の
方
々
が
大
好
き
な

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

3 火 CS 外国語

4 水 虹ケ浜菊さし芽

6 金 引き渡し訓練

7 土 光市選手権予選

8 日 光市選手権予選

15 日 潮音寺山まつり

17 火 CS 外国語

18 水 人権教育参観日

25 水 カミングフラワーデー

に
積
み
重
ね
ら
れ
て
ゆ
き
、
後
輩
へ
と

受
け
継
が
れ
て
ゆ
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
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浅江地区の世帯数と人口

令和7年４月末現在
（ ）内数は前月比

世帯数 6,994 戸
（-4）

総人口 14,396 人
（-15）

男 6,928 人
（-9）

女 7,468 人
（-6）

1 日
6日
8日

11日
15日
18日
22日
26日

（日）
（金）
（日）

（水）
（日）
（水）
（日）
（木）

日本列島クリーン大作戦
安全パトロール
第 62回浅江地区
ソフトバレーボール大会
第1回浅江地区防災部研修会
第 45回潮音寺山まつり
あいさつ運動
潮音寺山定例作業
福祉部研修会

6 月の行事予定

浅江地区会議では「あいさつ運動」を毎月1回行っ
ています。この運動を広く周知・継承し盛り上げ
るため「あいさつ」に係る標語を募集します。浅
江コミュニティセンターに応募用紙がありますの
で、必要事項を記入してご提出ください。入賞作
品については豪華賞品を贈呈しますので、ふるっ
てご応募ください。

浅江地区コミュニティ協議会

応募資格  浅江地区住民
応募方法  指定の用紙で応募（20 文字以内）
注意事項  ・入賞、入選歴のない

　　　　　　 オリジナル作品のみ
　　　　　　 応募中の作品も不可
　　　　　  ・応募者 1 人につき 1 点

編 集 後 記
　私はお寺に住んでいます。
今、掲示板には「ありがとうのこころ」を掲示し
ています。これは光市美展の元審査員、農坂と
よみさんに書いていただいたものです。「有難う」
ここに有る事が難しいという事です。ガンジス河の砂の数ほど生き物がいる中
で、ともすれば私達はトカゲやヘビに生まれていたかもしれません。でも、こ
ともあろうに人として生まれ人として生かされている大切な大切な命です。
　災害？事故？何が起きるかわからないめまぐるしい世の中です。悔いの無い
人生を送りましょう。	 （三浦　記）

「あいさつ」に係る標語「あいさつ」に係る標語 大募集

令和 7 年 6 月 1 日（日）~
　　　　8 月 29 日（金）必着
浅江コミュニティセンター
TEL・FAX　0833-72-1438

締　切

提出先

募 集 要 項

開催資金

1,000
万円

み

んなで集めよう

光花火大会光花火大会
「＃虹はなび」「＃虹はなび」

3,0003,000発発

打ち上げ予定
打ち上げ予定

開催日

場　所

2025.7.26
20：00 打ち上げ開始
虹ケ浜海岸

※荒天の場合、中止の可能性があります　※主催：光花火大会「＃虹はなび」実行委員会

みんなの力で今年も浅江の夜空にでっかい花火を打ち上げる！
　一度は中止が決まった令和 7年度の花火大会ですが、皆様のお力をお借りして今年も開催することが決定しました。個人の方
からのご支援も非常に大きな力となりますので、寄付のご協力をお願いいたします。(自治会には別途お願いをいたします )
　皆様と熱い気持ちを一つにして浅江に希望の花火を打ち上げ続けていきましょう。

土

浅江コミュニティセンター  窓口（土・日・月・祝を除く）　光市浅江 3 丁目 18-11　ＴＥＬ 0833-72-1438寄付金
受付場所 受付期間：7/25( 金 ) まで
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